
５分で学ぼう★SDGs
日本でも存在する「相対的貧困」
貧困には大きく分けると２つの考え方、「絶
対的貧困」と「相対的貧困」があることを知っ
ていますか。「絶対的貧困」は、十分な食事を
とれず住むところがない、医療を受けられな
い、１日1.9 ドル（約200円）未満で暮らす
状態をいいます。世界の７億人以上の人がこ
のような環境で暮らしています。
　「相対的貧困」は、その国内に住む多くの人
の生活水準と比べて貧しい状態がこれに当た
ります。2018 年の調査によると、日本での
基準となる所得の額は127万円。この額に満
たない世帯は15.4％、子どもの７人に１人が
相対的貧困にあります。貧困は、世界だけで
はなく日本でも起こっている問題なのです。

【フードパントリーに関する問い合わせ】
市社会福祉協議会　☎ 246-0112

今月の目標
貧困をなくそう

■取り組みの例

２

市社会福祉協議会主催　フードパントリー
　市社会福祉協議会では、新型コロナウイルスの
影響により、厳しい生活を余儀なくされている人
へ食品の配布を行っています。
　配布する食品は、寄贈やフードドライブなどに
より企業や団体、市民の皆さんから集めたお米や
レトルト食品、缶詰、乾麺類などです。
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かわいいのっティのイラストが
描かれたオリジナルグッズ！




